
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和６年度学校評価 中間評価

５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容 成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○児童生徒が主体的に学び、思考力・表現力を高める授業の実
践

○「東部学習スタイル」を、各教科で実践した」と答える教師が
100％

・全職員で東部学習スタイル（めあての提示⇒考えを表現し交流す
る場「もくもくタイム」・「こだまタイム」の設定⇒学習をまとめ・振り返
る）で授業づくりを行う。 B

・日頃の授業、東部教育事務所学校訪問及び小中一貫研究発表
会等において、全職員で「東部学習スタイル」を意識した授業を行
うことができた。 B

・校内研修で「東部学習スタイル」を共通理解し、研究授業や日頃
の授業の中で実践することができた。また、研究教科の枠を越え
て他教科の授業を参観することもでき、特に前期課程の職員は、
授業づくりや指導力を磨く機会をもつことができた。

・各学年で「東部学習スタイル」の実践100％は素晴らしい。
・家庭における児童生徒の学習においては、個人や家庭により極
端な差がある。
・タブレット端末を利用した家庭学習のあり方については、個人差
がある。家庭での学習が課題？

・学力向上コーディネーター
・研究主任

●児童生徒が、他者を思いやる心や自他の生命を尊重する心、感
動する心など豊かな心をはぐくむ教育活動

〇「友だちや家族の気持ちを考えて接している」児童生徒90％以
上

・道徳科授業や人権集会、平和集会等を全職員で計画的に実施
する。また、学校の取組を保護者に知らせ、家庭と一つになって児
童生徒の心をはぐくむ。

B

・道徳科授業や人権集会、人権週間における各学年の授業、人権
教育放送等を計画的に実施し、ホームページ等で児童生徒の様
子を保護者・地域に発信することができた。また、縦割り班活動
（苗植え、共遊など）を実施することで、学年の枠を越え、互いに温
かい言葉で接する児童生徒が見られた。 B

・道徳科の授業と「生と死を考える授業」及び人権集会、平和集会
等を関連付け、年間通して実践した。
・命の尊さや家族・友達を大切にする取組を行っている教職員は、
100％であった。
・友だちや家族の気持ちを考えて接している児童生徒は93％で目
標値をやや上回った。
・挨拶や会話などで、友だちを「さん」付けで呼ぶなど、相手を思い
やる言葉遣いができるようにすることは継続課題である。

・学校全体の取り組みとしては、教職員が研修会に参加している
のは評価できる。しかし、全ての児童・生徒が理解し、実践できて
はいない。
・同和教育には私たちも気遣いが起こり、難しいことです。歴史観
点と現代的観点から考えていかれるとですが･･･。

・人権・同和教育担当者
・道徳教育推進教師
・各学年主任

●いじめの早期発見、早期対応に向けた取組の充実 ○すべての教師が、アンケートや教育相談、日常のコミュニケー
ションなど機会をとらえて、問題の早期発見・対応に努める。

・開発的・予防的な生徒指導に取り組み、日頃から児童生徒の観
察に重点を置く。同時に教育相談や学活ノートを活用する。

B

・日頃から児童生徒の観察及びコミュニケーション並びに毎月実施
の生活アンケート等により、問題の早期発見に努め、覚知時には
組織で対応している。また、教育相談週間を実施し、個別面談を行
うことで児童生徒の理解に努めている。
・毎月の生徒指導協議会やリレーションシートを活用して、気にな
る児童生徒の共通理解を行うことができた。

B

・毎月の生活アンケート及び児童生徒とのコミュニケーションを大
切にすることで、問題の早期発見に努めた。また、事案が起きた時
は組織で対応し、継続して見守りをすることで、重大事案はなく、解
消することができた。
・いじめの未然防止・早期対応に向けて取り組んでいると思う職員
は、100％であった。

・児童・生徒・学校関係者で、いじめ防止等の対策や早期発見・早
期対応を理解され、対応されている。いじめ防止対策委員会をス
クールカウンセラーにも参加してもらい開催されている。
・いじめには個人差が出ると思います。感じる事象は何か、考える
必要がある。
・これからも油断なく子どもたちを見守ってほしい。

・生徒指導主事
・教育相談担当

●◎児童生徒が夢や目標を持ち、その実現に向けて意欲的に取
り組もうとするための教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてくれていると思う」と回答し
た児童生徒80％以上
●「将来の夢や目標を持っている」について肯定的な回答をした児
童生徒80％以上

・授業だけでなく、教育活動全体で生徒指導の機能を生かした取り
組みを実践する。
・進路説明会や社会体験活動、総合的な学習の時間等を通して、
児童生徒が夢や目標を持てるように内容の充実を図る。

B

・学校・学年行事（体育大会や委員会活動、文化発表会、児童生
徒朝会、職業体験等）において児童生徒は主体的に計画・実行す
ることができた。その後、それぞれの頑張りやよさを認め励ますこ
とで、学校生活を意欲的に送ることができるようにした。
・保護者にも懇談会や連絡ノート等で児童生徒の学校生活での頑
張り等を伝えることにより、一人一人の自己肯定感を高めるように
してきた。

B

・体育大会や委員会活動、文化発表会などの行事において、児童
生徒が計画・実行する活動を設けた。その後、児童生徒の頑張り
やよさを認め励ます場を設けることで、達成感や成就感を味わわ
せるようにした。
・「将来の夢や目標をもっている」ことについて肯定的な回答をした
児童生徒は83％で目標をやや上回った。

・子どもたちに将来の希望や夢をもたせることは大切である。本人
の意欲を高めていくような授業等を進めていってほしい。
・体育大会で子どもたちの頑張り・やる気を見ることができた。日頃
の授業だけでなく、教育活動全体で生徒指導の機能を生かした取
り組みを実践してほしい。
・進路説明会や社会体験活動、総合的な学習の時間等を通して、
児童生徒が夢や目標を持てるように内容の充実を図っていくこと
が大切である。

・生徒指導主事
・進路指導主事
・各学年主任

○「生と死を考える授業」の取組 ○授業や生活を通して、「命の尊さを知り、家族や友達を大切にし
ている」回答した児童生徒90％以上

・「ホスピスをすすめる会」など関係機関との連携により、年間を通
して「生と死を考える授業」を実施する。保護者に公開したり、ホー
ムページ等で伝えたりすることで、家庭と一体となって命の大切さ
を考えることができるようにする。

B

・看護専門学校学生とのグループワークや「ホスピスをすすめる
会」から講師を招き、「生と死を考える授業」を実施することができ
た。また、２学期には、８年生による緩和ケア病棟訪問を行い、交
流を行うことができた。３学期には、報告会を行う。
・９年生による前期課程への「生と死を考える授業」では、担任同
士の打合せを密にし、授業のリハーサルまで計画的に実践するこ
とができた。

A

・「生と死を考える授業」を通して学んだことを報告する会（8年生に
よる発表会）を実施することができた。
・「命の尊さを知り、家族や友達を大切にしている」と回答した児童
生徒は97％で目標を上回った。

・東部校の伝統の取り組み、これからもよろしくお願いします。
・東部校ならではの命の授業は、児童生徒・保護者にも、深く考え
られている良いことだと思う。
・「生と死を考える授業」の取組は、東部校伝統の教育である。こ
れからも生命の大切さを考える原点として取り組んでほしい。

・生と死を考える授業担当
・各学年主任

●望ましい食習慣と食の自己管理能力の育成 ●「健康に良い食事をしている」と回答した児童生徒80％以上 ・「早寝・早起き・朝ごはん」を保護者の協力のもとに徹底する。
・「保健だより」「給食だより」を活用して啓発を図る。
・「My弁当の日」（昼食を家庭で作り、学校で食べる食育活動）を設
け、食の大切さを実感させる。 A

・「保健だより」「食育だより」（給食センターとの連携）を発行し、保
護者への啓発を図ることができた。
・給食時間を中心に、学校栄養職員による食育に関する指導支援
を各学年で行うことができた。
・「健康に良い食事をしている」と回答した児童生徒は、約90％で
目標を達成することができた。

A

・年間を通して、「保健だより」や「食育だより」を発行し、保護者・児
童生徒への啓発を図ることができた。
・「毎日、子どもは、朝食をとっている」と回答する保護者は、98％
であった。定時までに登校する児童生徒がほとんどであるが、次
年度は「早寝早起き朝ごはん」の定着を目指す。

・毎朝、食事ができている児童生徒が目標値を上回っているのは
いいことだが、1日の生活リズムがきちんとできているのかどうか
は分からない。
・食育に関して、毎日きちんと三食摂れているならば安心だが、保
護者が非常に忙しい家庭で食事が摂れているかが心配である。

・教務主任
・児童生徒会担当
・各学年主任

〇安全に関する資質・能力の育成 〇児童生徒の交通事故を０（ゼロ）にする。
〇交通安全を意識して行動していると回答した児童90％以上。

・児童交通指導員を中心に、児童生徒自らが交通規範意識を高め
る取組を行う。
・安全教育及び安全管理を計画的に実施し、児童生徒が自ら交通
安全・生活安全を意識した行動ができるようにする。
・災害時引き渡し訓練を実施し、危機発生時には、組織で対応でき
るように備えておく。 B

・東多久町交通指導員による登下校時の見守り及び交通安全教
室での安全指導、児童交通指導員による交通安全に関する呼び
かけ（挨拶運動、全校放送等）を行った。また、定期的に職員によ
る朝の交通指導及び学級活動での安全教育を実施した。これらの
働きかけにより、児童生徒に交通安全・生活安全についての意識
を高めることができた。 A

・定期的に職員による朝の交通指導を実施し、地域と連携した安
全指導に取り組んだ。
・毎月2回、地域で集団登校を実施し、通学路の危険箇所等を確認
しながら取り組ませることで、児童生徒に交通安全についての意
識を高めることができた。
・事故に遭ったり、けがをしたりしないように日頃から気を付けてい
ると回答した児童生徒は94％であった。今後も、児童交通指導員
による啓発活動や職員による安全教育を計画的に取り組んでい
く。

・児童交通指導員を中心に、児童生徒自らが交通規範意識を高め
る取組をしていることは評価する。
・安全教育及び安全管理を計画的に実施し、児童生徒が自ら交通
安全・生活安全を意識した行動ができるようにする。
・災害時引き渡し訓練を実施し、危機発生時には、組織で対応でき
るように備えておく。
・元気に登下校できているようだが、交通ルール、特に低学年の歩
道の歩き方が気になる。

・保健主事
・学校栄養職員
・食育推進担当者（給食主
任）

●業務効率化の推進と時間外在校等時間の削減 ●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間の上限を遵守す
る。
・職員一人一人の時間外在校等時間が令和５年度よりも短くする。

・毎日の出退勤時間の入力と定時退勤日の実行の徹底を図る。
・午後の各種会議・研修会の内容の精選及び時間配分、担当者の
計画的な進行により放課後の執務時間を保障する。

B

・企画委員会で学年主任、教務主任、事務室職員等と事前の共通
理解を図ることで、職員会議は時間内に終わることができている。
・時間外在校時間の平均時間は、昨年度よりも改善されている。
一方で、業務で時間外に残る職員も数名見られる。行事等の精選
及び内容の見直し、業務改善に関する研修を行うとともに、業務等
の平準化に向けての準備を進める。

B

・時間外勤務時間の平均は、20時間以下となり、一昨年度、昨年
度より更に改善されている。放課後の会議や研修会、打合せ等を
できるだけ精選し、学年事務の時間を保障してきた。
・企画委員会で学年主任等と事前の共通理解を図ることで、職員
会議は時間内に終わることができている。

・就業時間の遵守はもちろんであるけれども、精神的にもON・OFF
の切り替えをしてほしい。
・保護者対応等も職務に含まれているので厳しいと思う。
・セキュリティ対策が必要（通信機器等）。
・業務改善は皆が注目していることです。生徒・学校に対する思
い、熱意もあり、計画通りにいかないと思います。

・管理職

○ICT利活用による業務改善 ○「ICTの利活用により業務改善を図った」教師80％以上 ・保存のデータを改善・活用することで、準備等に要する時間を短
縮する。
・各学年の教育活動及び校務分掌事務で作成した資料及びデータ
を次年度以降の業務に生かすことができるように分かりやすく整
理する。
・IWBやタブレット端末を授業や家庭学習、評価活動、校務分掌事
務等に生かすことで業務改善を図る。

B

・職員は、授業や学年行事等の資料作成時に保存のデータを改
善・活用することで、計画や準備に余裕をもって取り組むことがで
きた。今後は、事後の反省を基に担当者が資料を改善し、次年度
以降の担当者にスムーズにつなぐことができるようにする。
・IWBや学習用端末を教材提示や学び合い、単元のまとめ等に活
用することで、印刷物等に要する時間を減らし、その時間を児童と
向き合う時間等に充てることができた。また、タブレット端末を学級
閉鎖期間における連絡・課題提示やアンケート（集計）、職員への
連絡事項等に生かすことができた。

B

・下期もIWBや児童の学習用端末を、教材提示や学び合い、単元
のまとめ等に活用することで、印刷物等にかかる時間を削減した。
高速プリンタなどの環境面も整備されている。
・教材や行事に関するデータを活用することで、時間短縮を図るこ
とができた。
・学級閉鎖や臨時休業時など児童生徒への連絡事項や課題提示
及び児童生徒からの返信など双方向のやり取りができた。
・ICT利活用等で業務改善に取り組んでいると回答した職員は
89％で、目標を上回った。

・下期もIWBや児童の学習用端末を、教材提示や学び合い、単元
のまとめ等に活用することで、印刷物等にかかる時間を削減した。
高速プリンタなどの環境面も整備されている。
・教材や行事に関するデータを活用することで、時間短縮を図るこ
とができた。
・学級閉鎖や臨時休業時など児童生徒への連絡事項や課題提示
及び児童生徒からの返信など双方向のやり取りができている。
・ICT利活用等で業務改善に取り組んでいると回答した職員は
85％で、目標を上回っている。

・管理職

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○義務教育学校の推進

○地域人材・教材の積極的な活用によるコミュニティ・スクールの
推進

○「地域の方との体験活動やボランティア活動を楽しみ、有意義
だった」と回答した児童生徒80％以上

・地域の各種団体との連携を深め、地域の人材・教材の活用を充
実させる。
・児童生徒会を中心としたボランティア活動を推進する。

B

・学校行事や授業等において、地域の人材活用を計画的に行うこ
とができた。今後も担当者及び職員が、地域社会の窓口となり、関
係機関と連携を強化していく。
・学校運営協議会において、地域との連携は良好であるとの評価
を受けている。

B

・学校応援団（地域人材・諸団体）のサポートにより、各教科等で体
験学習を取り入れることができた。
・地域の方との学習で、一緒に活動することや体験活動を楽しんで
いる」「学んだことをこれからの生活に生かしたい」と回答する児童
生徒は87％で目標を上回った。

・小中の連携が上手にとれていて、運動会等の行事においても、
異学年交流がプログラムに組み込まれていることは高く評価でき
る。
・義務教育学校は不登校は少ないといううたい文句があって、取り
組んだと聞いていました。しかし、最近は、心配になってきていま
す。そうではないだろうという言葉を耳にします。
・小中一貫教育の利点が見られてきていると思います。
地域連携活動を積極的に行われようとする取り組みは高く評価で
きる。
・地域活動は細かくやられていると思っています。それに応える地
域作りも大事である。

・教務主任
・児童生徒会担当
・各学年主任

○特別支援教育の充実

○特別支援教育の支援体制の充実 ○「児童一人一人の個に応じた支援を行うことができた」と回答し
た教師80％以上

・長期休業中に、講師招聘研修会、特別支援教育コーディネーター
による研修会を実施する。
・特別支援教育に関する外部研修に積極的に参加し、研修後は、
他の職員に向けての報告等を行う。

B

・各学年教室に、わかば学級（特別支援学級）担任が支援に入る
ことで、児童生徒一人一人に適切な支援を行い、円滑な学級経営
を行うことができた。また、交流及び共同学習を推進し、優しく声を
掛け合う児童生徒の姿が見られた。
・春季・夏季休業中に校内研修（講師招聘研修会、個別の教育支
援計画・個別の指導計画作成等）を設けた。また、日頃から交流学
級担任とわかば学級担任との打合せ会をもつようにした。これらの
取組により、児童生徒理解と職員の指導力向上につなげることが
できた。

B

・各学年に特別支援学級担任が支援に入ることで、児童生徒の実
態を知り、適切な支援を行うことができた。
・日頃から交流学級担任とわかば学級担任が児童生徒の支援や
生活指導等で打合せをする姿がよく見られた。職員の指導力向上
につなげることができた。
・個に応じた支援を行っていると回答する職員は96％で目標を上
回った。

・要支援児は年々増えている。保護者によって違いが見られ、受け
入れられる専門職（医）で対応される方、受け入れられない保護
者、対応されない保護者等様々である。スクールカウンセラーと保
護者との関係をしっかりと持ち、子どもを支援していきながら、学校
全体で対象の児童・生徒、保護者に支援を行うことは大切である。
・（委員は）特別支援教育に関する関係機関と連携し、子どもの実
態に合った支援を家庭と共有して取り組んでいる。学校も同じよう
に取り組んでいるので今後も続けていただきたい。

・特別支援教育コーディ
ネーター

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・道徳科を中心とした学習活動（「生と死を考える授業」、人権教育、特別支援教育等）を計画的に実践することにより、互いに優しく声を掛け合う児童生徒の姿が見られるようになってきた。また、一人一人が落ち着いた態度で学校生活を送ることができた。
・相手を思いやる心をはぐくむため、道徳科を中心とした学習活動（「生と死を考える授業」、人権教育等）を計画的に実践していく。
・校内研究の推進を受けて、教材研究や準備、指導方法など授業づくりについて考えを磨き合う職員の姿が見られるようになった。次年度は、本校の課題である基礎的基本的な内容の確実な定着とともに思考力・応用力を要する課題に対応できるようにするため、少人数授業や習熟度別指導、スキルタイムの見直し、ICTを活用した授業等を計画・実践する。

主な担当者重点取組
具体的取組

最終評価 学校関係者評価中間評価

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

３　本年度の重点目標

・9年間の学びの連続性を生かし、「東部学習スタイル」の充実を図り、主体的に学ぶ児童生徒を育成する。

・開発的生徒指導や特別支援教育の推進を通して、心豊かで思いやりのある児童生徒を育成する。

・コミュニティスクールとして、地域との連携を深め、地域人材や教材を活用し教育活動の充実を図る。

中間評価

中間評価
主な担当者

最終評価 学校関係者評価

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

１　前年度

　　評価結果の概要

・学力向上では、校内研究を進め、全教科で授業改善に取り組み成果を上げることができた。

・「心と体のアンケート」、「生と死を考える授業」、そして「カウンセラーによる授業」を実施することで、児童生徒は生命を尊重する心や家族や友達を大切にしようとする態度を培うことができた。

２　学校教育目標 「思いやりの心をもち、学ぶ意欲に満ちた児童生徒」の育成

学校名 多久市立東原庠舎東部校

学校評価表作成について変更した点は朱書きしています


